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江
戸
時
代
、
西
三
川
砂
金
山
で
は
ど
の

く
ら
い
の
「
金か
な

児こ

」
が
稼
い
で
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

明
和
２
（
１
７
６
５
）
年
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
中
柄
山
で
は
２
か
所
、
20
人
と
７

人
の
稼
ぎ
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

中
立
山
で
７
人
、
成
由
山
と
鵜
峠
山
で
５

人
、
水
上
山
と
沢
山
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、

笹
渕
山
で
３
人
、
そ
し
て
杉
平
山
で
１
人

が
稼
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
で
稼
ぐ
金
児
衆
の
総

勢
は
44
人
で
す
が
、
当
時
の
笹
川

十
八
枚
村
の
記
録
に
あ
る
「
高
持

百
姓
四
十
二
軒
・
水
呑
百
姓
二
軒
」

と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
十
五
番
川
・
茶
屋
川

で
９
人
、
水
戸
尻
川
・
大
須
川
で

７
人
が
、
川
で
砂
金
稼
ぎ
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
「
札ふ
だ

穿ほ
り

」

と
い
わ
れ
、
金
山
役
か
ら
鑑
札
が

渡
さ
れ
、
望
み
の
川
で
勝
手
次
第

に
砂
金
流
し
を
行
っ
て
、
日
々
採

取
し
た
砂
金
を
買
い
上
げ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
か
ら

天
明
６
年
の
記
録
を
見
る
と
、
中

柄
山
近
辺
の
稼
ぎ
場
が
不
景
気
と

な
っ
た
た
め
、
４
人
余
り
の
人
足
が
十
五

番
川
で
札
穿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鵜
峠
山
も
不
景
気
で
休
山
と
な
り
、
３
人

が
川
々
を
稼
ぐ
札
穿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

砂
金
山
が
最
盛
期
を
過
ぎ
た
時
代
に
な

る
と
、
西
三
川
砂
金
山
か
ら
移
動
す
る
こ

と
な
く
、
川
で
細
々
と
砂
金
を
採
り
な
が

ら
、
開
発
が
進
ん
だ
耕
地
で
生
計
を
た
て

る
人
々
が
多
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
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西
三
川
砂
金
山
⑽
　
― 

砂
金
稼
ぎ
の
人
々 

―

中柄山や虎丸山で稼ぐ金児が描かれている（西三川砂金山稼場所図）

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

世界遺産登録を目指す 
「佐渡金銀山」を見学しませんか？
　佐渡市民の皆さんが団体で、「金を中心とする佐渡鉱山の遺
産群」の構成資産や学習施設等へ出かけて、佐渡金銀山や世界
遺産について学習される場合の、ガイドおよびマイクロバスの
送迎サービスを開始します。
　佐渡金銀山を知り、その魅力に触れることができるよい機会
ですので、ぜひご利用ください。
対象団体	 集落・婦人会・ＰＴＡ等、市内の団体 
	 ※教育委員会の設定する社会教育団体を含みます。 
	 ※宗教、政治、営利を目的とした活動は対象としません。
定 員 数	 原則として 20 人以内
学習時間	 構成資産等の視察を含む、１時間以上の学習
利用可能回数	 同一年度内で１団体につき１回
学習施設等	� 史跡佐渡金山、佐渡奉行所、相川郷土博物館、佐渡

博物館、西三川ゴールドパーク等、学習ができる施
設

	 　　※�当該学習で、史跡佐渡金山（株式会社ゴールデン佐渡観光施
設）を利用する際は、割引料金で入場できます。

お申し込み・お問い合わせ
　市役所  世界遺産推進課　登録推進係
　☎６３－５１３６　ＦＡＸ６３－６１３０
※�市世界遺産推進課のホームページから、事業要綱および利用申込書をダウ

ンロードできます。（検索キーワード「佐渡金銀山を世界遺産に」）

毎月勤労統計調査 
特別調査が実施されます
　厚生労働省では、７月末現在で
常用労働者を１人から４人まで雇用
する事業所（農林漁業・一般公務
を除く）を対象に、賃金や労働時間、
労働者数の動向を調べる「毎月勤
労統計調査特別調査」を行います。
調査データは統計を作るためのみに
使用します。
　県知事が任命した統計調査員が
対象事業所を訪問しますので、ご回
答くださいますようお願いします。
調査期間　７月下旬から８月末日
調�査対象地域　住吉、城腰、原黒、

下新穂、上新穂、新穂瓜生屋、 
新穂青木、新穂北方、羽吉、梅津

お問い合わせ�
　新潟県総務管理部統計課 
　生活統計班 
　☎０２５―２８５―５５１１ 
　　　　　　　　（内線２４５６）


